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1.は じめ に

熊本大学大学院教育学研究科(理 科教育講座)で

は,2007年 度 より地域連携事業に取 り組んでいる.

地域の実態やニーズに合わせた教材開発を行うと共

に,大 学と学校現場の教諭が一体となって授業実践

を行っている.

2019年 度の本事業では,熊 本県菊池市の中学校 に

おいて授業実践を行った.

2.地 域連携事業の概要

今回,菊 池市で行 った地域連携事業は,理 科教育

および化学教室がこれまで行ってきた研究成果を用

いた内容となっている.そ れぞれの授業の概要およ

び担当者は以下の通りである.

(1)環 境化学分野(島 田秀昭)

環境ホルモ ンの影響 による巻貝(イ ボ ニシ)の 生

殖異常を調べ る実験を行 った.

(2)環 境情報学分野(飯 野直子)

2010年11月 の黄砂現象にっいて,気 象衛星画像,

天気図を用いて発生から日本付近への飛来過程を調

べた.

3.実 践 内容

(1)環 境化学分野

1)場 所:菊 池市立菊池北中学校

2)時 期:2019年9月27日

3)対 象:3年 生42名

4)材 料:イ ボニ シ

実験 に用 いた イボニ シは 肉食性 の巻 貝で,カ キや

フジツボ類が付着す る岩場や港 などで容易 に見っ け
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ることが でき る.イ ボニ シは6月 か ら8月 が産卵期

で あ り,こ の期 間は雌 の卵巣が鮮やか な黄 色を呈す

るため,雄 との判別 が容易 と なる.本 実験で は,正

確 な雌雄 の判別 が実験成功 のポイ ン トとなるため,

イボ ニシは産卵期 に採取す る必要が ある.今 回,試

料 は2019年 初 夏 に熊本県 内の2カ 所 の港で採取 し,

実験 に用い るまで冷凍保存 した.

5)授 業実践

授業 は,生 徒が イボニ シを知 って いるか どうか質

問す る ことか ら開始 した.次 に,イ ボ ニシの生態 に

っ いて スラ イ ドを用 いて説 明 し,環 境 ホルモ ンの影

響 によ って雌の イボ ニシに雄の生殖器が形成 され る

生殖異常 が見 られ ることを説 明 した.次 に,イ ボ ニ

シの殻 の割 り方,イ ボニ シの雌雄 の判別 方法 につ い

て説 明 した後,各 グルー プで実験 を行 った.実 験終

了後,得 られ た結果 にっいて考察 し,最 後 に どの よ

うな学習効果があ った のかを調べ るため にアンケー

ト調査を実施 した.

6)結 果 と考察

授業前 に行 ったア ンケー トで は,環 境 問題 への興

味が 「とて もあ る」,「あ る」 と答 えた生徒 は全体 の

51%で あ り,半 数 の生徒 が環境問題 に対 して関心 を

持 ってい ることがわか った(図1-1).ま た,過 去

に環境問題 にっいて調べた り,勉 強 した り した こと

が あると回答 した生徒は79%で あ った(図1-2).

知 ってい る環 境問題 にっ いて 聞いた と ころ,「地 球

温暖 化」 が最 も多か った.ま た,最 近 ク ロー ズア ッ

プされてい る 「プラスチ ック問題」を挙 げた生徒 も

いた(図1-3).環 境 ホルモ ンにっ いて知 ってい る

か どうか 聞いた ところ,ほ ぼ全員が 「知 らない」 と

回答 した(図1-4).

授業後 に行 ったア ンケー トの結果,授 業 内容 にっ

いてはすべての生徒が理解で きて いることがわか っ

た(図1-5).ま た,「 授業(実 験)は 有 意義 で し

たか?」 とい う問い に対 して は,96%の 生徒 が 「と

て も有意 義 だ った」,「有意 義 だ った 」 と回答 した

(図1-6).
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